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往診屋日記　30の物語

① 家の中で起きる、命の物語
病院に行けない人の家こそが、もう一つの救急現場。
往診医・渡部豪が出会ったのは、人生の最終章を懸命に生きる人たちだった。
その一軒一軒に、涙と勇気の物語がある。

② 医師として、人として――どう向き合うか
医療だけではなく、「生きること」「看取ること」と正面から向き合う往診の日々。
迷い、葛藤しながらも、患者と家族の思いに寄り添う姿に、読む人の心が揺さぶられる。

③ “在宅医療”が教えてくれる、生きるヒント
独居、老老介護、孤立――
いま社会が直面している現実を、往診医の視点から描くノンフィクション。
「人はどこで、どう生き、どう最期を迎えるのか」。
その問いが、静かにあなたにも迫ってくる。
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行けない人のもとへ行く。そこが、医療の最前線。

著者 渡部 豪（わたなべ ごう）
往診専門クリニック院長。救急医としての経験を活かし、在宅医療の最前線で日々奔走。コロナ禍でも休みなく往診を続け、数多くの命をつないできた。
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